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― 建物火災の場合 ― 
What is an effective measure for fire evacuation ? 
      青 山 広 輝1，   須 川 栞 1，  渡 辺 知 規2 


































































本研究にて対象とする建物は，先行研究[5, 6]を参考にして，地上 4 階建ての共同住宅
とした．（先行研究[6]では特定の学生宿舎を模しているため，建物は鉤の手に曲がった
廊下を有する構造となっているが，本研究では汎用性をもたせるために，下記図１でも
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×1.50m の広さの一人用の居室が幅 2.25m の廊下を挟んで並んで配置され，建物出口は
1 階に二箇所あるものとした．各階の平面図を図 1 に示す．居住者は，各階に 30 人ず





三角印）とした．火は 1 ステップあたり，10%の確率で周囲に燃え広がるとした． 火




























































タイプ 1，タイプ 2，および，タイプ 3 の三種類を設定し，タイプはすべての階で同じ
とした．各タイプの特徴としては，まず，タイプ 1 では，ひとつの階にリーダーを 4 人
配置し，リーダーが手分けをして，同一階のすべての居室前を避難時に通過する．つぎ
に，タイプ 2 では，ひとつの階にリーダーを 2 人配置し，リーダーが避難する際に同一
階で前を通過しない居室が一部存在する．最後に，タイプ 3 では，ひとつの階にリーダ
ーを 2 人配置し，リーダーが避難する際に同一階ですべての居室前を通過する．ただし，
各リーダーの避難経路はタイプ 3 の場合のほうがタイプ 1 の場合より長くなる．このよ
うに上記のとおりリーダーは避難時において居住階での避難経路が指定されている以
外は，愛他性と同様の避難行動をとるものとする． 
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能者数の結果について，リーダー無しの場合を図 3 と図 4 に，リーダー有りの場合で，
タイプ 1 を図 5 と図 6，タイプ 2 を図 7 と図 8，タイプ 3 を図 9 と図 10 に示す． 















最後に，タイプ 1 とタイプ 3 とを比較すると，タイプ 1 は，居住者の振舞いの違いに
かかわらず，平均終了ステップ数と平均避難不能者数がタイプ 3 と比べて小さくなって
いることがわかる．タイプ 1 の特徴は，タイプ 3 と比べてリーダーの数が多く，各リー
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きつづき，リーダー無しの結果（図 3 と図 4）とリーダー有りの結果（図 5 から図 10）
を詳細に比較することで，リーダーがもたらす効果を具体的に明らかにする． 
まず，同調性確率に対する平均終了ステップ数と平均避難不能者数の全体的な傾向に








実際に，たとえば，正常性確率 30%，同調性確率 40%，愛他性確率 20%としたときの
リーダー無しの場合とリーダー有りの場合の結果を比較すると，平均終了ステップ数で
は，リーダー無しの場合が 104.5 ステップである一方で，リーダー有りの場合はタイプ
1 において 26.9 ステップとなり，リーダー無しの場合よりリーダー有りの場合のほうが































2（図 7 と図 8）の場合では，リーダー無しの場合に比べて幅の大きさにあまり違いが
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[1] 気象庁，“災害時地震・津波速報 平成 23 年(2011 年) 東北地方太平洋沖地震”,
災害時自然現象報告書，第 1 号，(2011)，pp.1-224． 














ファレンス 2015 第 15 回 MAS コンペティション．特に，本研究でのシミュレーシ
ョン遂行にあたっては，2019 年 2 月 9 日現在，
http://mas.kke.co.jp/event/mas_competition15/modelfile/5.zip 内にあるファイル：“建物
火災時の避難行動に心理的要因が与える影響_論文.pdf”の内容にもとづき，ソース
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図 1 建物平面図と居住者の初期配置ならびに火災発生場所 
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図 4 リーダー無しで正常性確率 30%の場合 
 
災害時に避難時間を短縮し犠牲者をなくすためには何をすればよいのか？（青山，須川，渡辺） 








図 6 リーダー有り（タイプ 1）で正常性確率 30%の場合 
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図 10 リーダー有り（タイプ 3）で正常性確率 30%の場合 
 
  （原稿提出: 2018 年 12 月 13 日; 修正稿提出: 2019 年 2 月 9 日） 
